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昭
和
三
十
年
代
か
ら
高
度
成
長
と
核
家
族
化
に
と
も

な
っ
て
全
国
の
都
市
で
宅
地
開
発
が
急
速
に
進
め
ら
れ

た
。
都
市
ご
と
に
開
発
で
き
る
地
形
は
異
な
り
、
山
裾

や
丘
陵
地
、
埋
立
地
に
宅
地
が
造
ら
れ
て
き
た
が
、
災

害
に
対
す
る
配
慮
が
欠
け
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

さ
ら
に
、
最
近
の
気
候
変
動
に
伴
い
降
雨
強
度
が
強
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
被
害
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
雨
の
降

り
方
が
猛
烈
な
台
湾
で
は
大
規
模
な
斜
面
崩
壊
や
土
石

流
が
頻
発
し
て
き
て
い
る
が
、
我
が
国
も
同
様
に
な
っ

て
き
た
と
感
じ
ら
れ
る
。
自
然
斜
面
の
崩
壊
や
土
石
流

の
発
生
は
自
然
現
象
と
も
言
え
る
。
砂
防
ダ
ム
を
た
く

さ
ん
造
っ
て
今
回
の
広
島
の
よ
う
な
土
石
流
を
防
ご
う

と
す
る
の
に
も
限
界
が
あ
る
。
住
宅
の
都
心
回
帰
や
少

子
化
が
進
ん
で
い
く
時
代
な
の
で
、
山
裾
の
危
険
地
区

か
ら
移
転
し
、
そ
こ
を
農
地
な
ど
に
有
効
利
用
す
る
よ

う
な
思
い
切
っ
た
施
策
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
地
震
時
に
お
け
る
丘
陵
地
の
造
成
盛
土
の
変

状
や
埋
立
地
の
液
状
化
に
よ
る
宅
地
の
被
害
は
、
費
用

を
か
け
れ
ば
防
げ
る
。
現
在
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い

て
宅
地
耐
震
化
推
進
事
業
に
よ
り
大
規
模
盛
土
造
成
地

の
抽
出
が
行
わ
れ
、
一
部
の
自
治
体
で
は
危
険
な
宅
地

の
地
盤
調
査
も
始
ま
っ
て
い
る
。
液
状
化
に
関
し
て
は
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
あ
た
っ
て
創
設
さ
れ
た
「
市

街
地
液
状
化
対
策
事
業
」
と
同
様
の
方
法
で
、
既
設
の

住
宅
地
を
道
路
等
の
公
共
施
設
と
一
体
化
し
て
地
区
全

体
で
対
策
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
適
用
し
て
災
害
に
強
い
街
に
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

年
八
月
に
広
島
市
安
佐
南
区
八
木
地
区
な
ど
で

土
砂
災
害
が
発
生
し
、
住
宅
地
が
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。
私
事
で
あ
る
が
、
昭
和
三
十
年
代
に
八
木

に
親
類
が
家
を
建
て
た
の
で
、
子
供
の
時
よ
く
遊
び
に

行
っ
た
。
梅
林
駅
で
電
車
を
降
り
、
か
な
り
急
な
斜
面

を
上
が
っ
て
た
ど
り
着
い
た
家
か
ら
は
、
太
田
川
が
眼

下
に
見
え
良
い
景
色
だ
っ
た
。
今
回
、
ま
さ
に
こ
の
地

区
で
災
害
が
発
生
し
た
の
で
約
五
十
年
ぶ
り
に
現
地
を

訪
れ
た
ら
、
山
裾
ま
で
び
っ
し
り
住
宅
が
は
り
つ
い
て

い
る
こ
と
に
ま
ず
驚
か
さ
れ
た
。
広
島
市
は
平
地
が
少

な
く
、
海
に
面
し
た
南
側
以
外
は
高
さ
五
〇
〇
㍍
級
の

山
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
遠
足
で
こ
れ
ら
の
山
々
に
良
く

登
っ
た
が
、
当
時
は
田
畑
の
中
を
歩
い
て
山
道
に
た
ど

り
つ
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
山
裾
に
か
け
て
急
速

に
住
宅
地
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
新
幹
線
で
広
島
駅
か

ら
東
京
方
面
に
向
か
っ
て
走
り
始
め
る
と
す
ぐ
左
手
で

こ
の
光
景
が
目
に
付
く
。
帰
省
す
る
度
に
ど
ん
ど
ん
山

裾
に
開
発
さ
れ
て
い
く
宅
地
を
見
て
、
雨
や
地
震
の
時

に
ど
う
な
る
だ
ろ
か
？
　
と
最
近
気
に
な
っ
て
い
た
。

　
今
回
の
災
害
は
猛
烈
な
雨
に
よ
り
多
く
の
沢
で
土
石

流
が
発
生
し
山
裾
に
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
を
襲
っ
た
被

害
で
あ
る
が
、
二
〇
一
一
年
東
日
本
大
震
災
で
も
別
の

二
種
類
の
宅
地
被
害
が
発
生
し
た
。
仙
台
市
の
丘
陵
の

造
成
宅
地
で
は
盛
土
が
変
状
し
、
東
京
湾
岸
の
埋
立
地

で
は
液
状
化
し
て
多
く
の
宅
地
が
被
災
し
た
。
仙
台
市

は
一
九
七
八
年
宮
城
県
沖
地
震
、
東
京
湾
岸
は
一
九
八 

七
年
千
葉
県
東
方
沖
地
震
以
来
に
訪
れ
て
み
た
が
、
両

者
共
住
宅
が
大
幅
に
増
え
て
い
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。
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最近の住宅地の災害を憂う


